
 

  
 

 

七夕の願い事 

 校長 大嶋 智子 

毎年七夕の頃になると、親心がギュッとなった短冊のことを思い出します。 

七夕は、遊んでばかりで働かくなくなった織姫と彦星を戒め、働くことを条件に年に一度だけ再

会することが許された伝説で、技芸に励み、働くことの大切さを説いた話だそうです。その由来を

踏まえると、七夕飾りの短冊には、どこへ行きたい、何が欲しいといった欲望でなく、習い事や勉強

といった物事の上達、自分の努力で成し遂げられる夢や目標、無病息災や家内安全などの願い

事が書かれるのが相応でしょう。 

我が家も、子どもたちが幼い頃には七夕飾りを玄関脇につるしていました。ある年、どんなこと

が書いてあるのかと短冊を見ました。「お母さんにおこられませんように」私は、ハッとしました。

日々の生活の中で“ちゃんとやらせなければ”と思うあまりに、苛立ち、強い口

調になることが続いていました。褒めたり、温かい言葉をかけたりすることが

大切だと分かってはいても、自分の気持ちを押しつけてしまっていたのです。

子どもの願い事がそれだった当時のことは、今でもしばしば思い起こします。

それぞれの願い事に込められるその奥側にこそ思いを馳せたいと思います。 

 

学校では、学年目標や学級目標を決めて、活力ある学校生活、学習生活

に取り組んでいます。今年度の学年目標も、先生と子どもたち全員で話し合

い、たくさんの願いを込めながら決められました。 

 

1 年生「『きらきら』 かがやく いちねんせい」 

2 年生『ひだまり』 （人にやさしく だんけつして 前向きに にっこり笑顔） 

3 年生『やっタネ ３』（助け合い 挑戦 一人ひとりが輝く花） 

4 年生『レインボー』（スマイル チャレンジ コラボ ドリーム） 

5 年生「『ホタル』～果てしない光を輝かせて～」 

6 年生「『目標へアクション』～つばさを休めず飛んでいこう～」 

45678 組『ポップコーン』 

 

子どもたちの願いや目標を叶えるには、支える人、小さなステップを応援する人が必要です。普

段のご支援に感謝申し上げるとともに、これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

また、夏休みは７月２１日（金）から８月２７日（日）までです。４年ぶりに感染症防止の規制がな

くなった長期休業になります。子どもたちの無事と安全を祈っています。 
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やさしさいっぱい 汗いっぱい にこにこ笑顔で 夢いっぱい 

 


